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『小右記」 における病気・怪我に関する表現


























かさ かせ 8す ここ ら し1』ムさやみ
病気・怪我に関する名詞（相当語）は、
和語として、癒 ・ 風・疵 ・ 心地 ・ 咳病
-130- (1
) 
しか，， つつか なや史しII I;ゃ人 1jれもの や9ひ 99つら0 99ら19やみ い94いとこ，， ヽヽIこしとこう な↑t,とこ9、
近目・恙．悩気・ 悩．腫物・病・ 煩 ．冦病・所・ 労·所痛・所 ． 悩．
bつらムとこみ エキ エキレイ ＊ンシ.. , 7ウ クワ99ン
所 煩（以下省略）など5.2語、；字音語として｀、疫 ・ 疫媒・ 飲食・．苦痛 ・＇ 椛乱・









①病は、「忽堡胸病 不参御前」(-P36)のように 煩15例、「登病不参」(- P 1 8) 







尚王堡」(-Pl54 )のように不 快3例、「宮御悩去夜極巫由 早朝有告」(-,P15 8)
J1tL にる










4 43)のように湖伏4例、「日夜為邪気被墨ム」（三P 68)のように取入 3 例、「時行邪気
血箋」（二P39)のように宵英3例、「初是時行 後坐邪気」(- P440)のように位i3
. . か19 9つる. • • . 
例、「邪気厘登一両女人之後 額宜御巫者」(- P 157)のように駈移2例などである。
ょろしからす









いた 1” ’‘ットク ：
うに労3例などである。⑧痢病は、「従暁更痢病竺型J （三P87)のように発動6例、
いた1よる わつらよ








ぁへ（ いたUる いたt, ぃ● うつ
病気・径我に関する動詞（相当語）は、和匝として、 瑞・ 労・茄．愈・打 ・
ぅn( 99こる （るL... （し，，（ そこな... らる つかる なやt, Ut, ...す やt, わつら.. 
吟•発・ 苦．眩 ・ 損・散・疲・悩．胚．臥・病・ 煩 （以下省略）など
ハッ争
74翡、字も語（淡語サ変動詞も含める）として、 iii. 品箪．玩冦．、社itb. 示涵．
へ479 ヘイユ 9ツす ケンす シャす シ•9．す ソンす 79す
平復•平愈（以下省略）．屈・減・潟 ・ 称・存・復（以下省略）など2 9語、併
せて103語である。
Cやし いた19し
上記の内、用例数の比較的多いものの中から次の9t§— 悩 (126例） ・ 労 (2 39 
91こる h..ら.. ヘイ79 ヽヽツトウ ヘイユ ' 









足不被参入」(- P457 のように足3例、「是街腰瓜労給也」（三P256)のように腰3例、） 
「昨B俄労塑径」（二P371)のように痢病3例などである。③発は、「御塾丑発御云々」
7と▼9 bら11ゃみ
(- P285)のように凪病5例、「只堡塾許発給之由」(- P277) のように繕病4例、

















































病気・・怪我に関する形容動詞（相当語）は、和語が 不 寄・不 穏の2栢、字音託
が記箪． 1i.. 届品．苔誠．呈忌．シぷ寄．笹u. 点．う藷;.茉元．呆滋·は囁＇ の12語
ぁ8らかならす “たやかならす


















、あ贔らかならす め “たやかならす ＊ヤ97 つカク 〇やし









いた1よる 。やし わつら... やし
器、(2)病気であるという意味の場合は、 労239例・悩］56例 ・ 煩77例・病4 例・
ヘイフク”いLり つつ倉あり
布柄5 例・有恙4 例の6種類、(3)病気が回復するという意味の場合は、 平復44例・












































- 126 - (5) 
ある。
又、本文献の記者は、①労239 例＠泌156例③煩77例 ④病4 例の顧に、つまり、労を最も
好んで用いたと考えられる。
次に、労・悩・煩の三つの動詞に共通して見られる表現の類型は、①労が「使申云 扶
公出立之間 前日匝登癒更発」（三P 56)「相扶座登必可参入」(- P 158)のように
いたはるとこ，， なゃ0とこ，，
所 労79例、②悩が「和尚匝堡従昨弥重J （二P282)のように所 悩 30例 、③煩が
hつらふとこ，，
「彼殿御消息 従去夜所煩難堪者」（二P 174)のように所 煩 23例などに用いられてい
る「所～」（ーするところ）という形であり、これ全体で名詞に相当する。
いたはる
又、他の類型は、① 労 が「報云 足下互匝翌今明不可参入」（三P74)．のように
いた1iるとこ，，あり なやし
有所 労13 、1例、② 悩 が． 「或云 源宰相日来直堕堡於三井寺修菩云々」（二p 6 )の
hつら... 




へ479 79す ヘイす ヘイユ ケンヘイ ヘイソン ヘイケン ・メッす
平復 ・復•平 •平愈・減平•平損•平減． ． 滅の8語は、その主語に注目すると、










損」（三P 136）、，⑦平減は「余且翌漸以乎減 面疵今三四分許未説」（二P 377)、⑧滅は





ヘイ79 ヘイす ヘイユ ヘイケン
次に 、 平復•平•平愈•平減の四つの語に 共通して見られる表現の類型は、①平復
が「臨未剋有平復給之気 然而猶令悩給」（一 P 286)、③平は「今日大殿白地渡座土御門
ヘイユ






ヘイ 7 9 ＾ィ ュその 他、平復と平愈の二 つの経に共通して見ら ・れる表現の類型 は、①平復が
「
切退











釦音希有悩者不過三日五8 翌平愈云々」 （二 P 3) のよ う に
、 「
得ー」（







尋常 ＂ “ .. イ つ1”》争・ 例 •平 生 ・常儀 は、何が許通すなわち病気でない状態を示 し ているかを岡






















































②例が「頭中将資平伝勅云 御 目 無可墾例





















































（二 p 3)、 ②例













四 ま と め
1 本文献における病気・ 怪我に関する表現に見られる異な り語 は、名詞（相当 語 ）が


















(2) 形容詞熱は、 身を主語としてよく 一緒に用いられている。
あさらかならす ＂たやかならす キャワフ






(1) 発 •発動•発起の 3 語。
いた1』る なゃし ゎつらム やし ゃ20あり つつかあり
(2) 労 ・ 悩 ． 煩 ・病・ 有病・ 有恙の 6 種類。
ヘイ79 79ナ ヘイす ヘイユ ケンヘイ ヘイソン ヘイケン メッす




は本文献の記者の好みであると言える。すなわち、 (1)群は発、 (2)群は労、 (3)群は平復、 名
詞（相当語）は例が、 それぞれ最も多用されている。
4 注意される表現の類型は次の3点である。
(1) 上記 3 で述ぺた第 2 群の動詞（相当語）の中で、労・悩・煩の 3 語に共通している
のは、①「所～」（～するところ）②「有所ー」（ーするところあり）である。










0 ＝有、 X＝無 〔名〕＝「観智院本類棗名義抄Jに戟っている0 .
A 和語 (1) 名詞（相当語）
単距 餃み方 （色〕 朋籾 単器 読み方
戸脚
あし ° 24 24 血 ち
あし ゜ 6 25 近目 ちかめ
2 汗 あせ ゜ 2 26 恙 つつか
3 腕 うて X〔名〕 1 27 常儀 つねのキ
4 面 おもて ゜ 17 28 手 て
5 大指 おおゆひ X 1 29 手足 てあし
6 桁 かさ ゜ 32 30 悩気 なやましけ
7 頭 かしら ゜ 8 31 悩 なやみ
·8 風 かせ ゜ 8 32 ・ 歯 は
， 府 かた ゜ 3 33 鼻 はな
10 願色 かほのいろ X 3 34 腹 はら
｛ 綬疵
きす ゜ 23 35 針 はり
11 
きす ゜ 1 36 肱 はれ
12 医師 くすし X I 37 腫物 はれもの
13 薬 くすり ゜ 19 38 膝 ひさ
14 口 くち ゜ 1 39 肱 ひち
15 顧 くひ ゜ 2 40 隙 ひま
16 心地 ここち X 35 41 蛭 ひる
17 心 .:呵 ..:.ヽ
三 ろ ゜ 1 42 頻 ほほ
18 腰 こし ゜ 19 43 服 まなこ
19 声 こゑ x（名） 3 44 身 み
20 咳病 しはふきやみ X 4 45 胸 むね
21 尻 しり ゜ 2 4. 6 目 め
2. 2 筋 すち ゜ I 47 股 もも
23 背 せ ゜ 5 48 病 やまひ
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〔色〕． 躙t゜ 5 
X 1'゜ 9 
X 1 ゜ 3 
X 3 
X 50 ゜ 50 ゜ 3 ＇ ゜ 1 ゜ 8 ゜ 2 
X 1 
、 x, 13 ゜ 2 ゜ 2 
X 4 
x（名〕 3 ゜ 4 ゜ 1 ゜ 23 ゜ 36 ゜ 86 ゜ 2 ゜ 176 
(9) 
単語 統み方 （色〕 訊§ 単話 絞み方 （色〕






わつらひ X 1 わらはやみ X · 
わつらひ X 1 !It 730 
(2)動詞（相当語）
単語 読み方 （色〕 !II例g 単語 読み方 〔色） ffl雌
1 喘 あへ< ゜ 1 21 折 おる ゜ 1 
·2 労 いたはる .0 26 22 乾 かはく ゜ 2 
所労 いたはるところ X 79 23 加 くはふ ゜ ·2 
有所労 いたはるところあり X 131 24 切 きる ゜ 2 
粥沿 いたはるところIiへり X 3 25 打切 うちきる X 1 
3 
戸所痛
いたむ ゜ 2 26 喰 くらふ ゜ 3 
いたむところ X 1 27 苦 くるしふ ゜ 3 
4 愈 いゆ ゜ 4 汲｝ 苦吟 くるしひうめく X 1 
5 愈合 いえあゆ X 2 29 気上 ケあかる X 1 
6 得 う ゜ 13 30 削 けつる ゜ 1 
7 メス う＜ ゜ 6 31 叫 さけふ ゜ 2 
8 打 うつ ゜ 5 32 鎮 しつむ ゜ 1 
， 打破 うちゃふる X 6 33 沈 しつむ ゜ 2 
10 移 うつる ゜ 2 34 咳 しはふく X 2 
11 吟 うめく X 2 35 攻 せむ ゜ 1 
12 吟苦 うめきくるしふ X 1 36 損 そこなふ ゜ 2 
13 発 おこる ゜ 62 37 打損 うちそこなふ X 1 
14 癸悩 おこりなやむ X 13 38 背 そむく ゜ I 
15 発煩 おこりわつらふ X 8 39 憑 たのむ ゜ 4 
16 衰老 おとろへおゆ X 1 40 堪 たふ ゜ 3 
17 哀疲 おとろへつかる X I 41 イト たふる ゜ 1 
18 衰痩 おとろへやす x. 1 42 散 ちる 〇 14 
19 思悩 おもひなやむ X 3 43 疲 つかる 0, .1 
20 及 およふ ゜ 1 44 突損 つきそこなふ X 1, 
(10, -121-
単語 貌み方 〔色〕 酬g '単語 説み方 〔色） Ill雌
45 突破 つきやふる X . 1 60 踏飲 ふみあやまる X 1 
46 取 とる ゜ 2 61 踏祖 ふみそこなふ X 1 
47 悩 なゃむ Q 126 62 踏立 ふみたつ X 3
' 
所慎 なやむところ X 26 63 捩 ふるふ ゜ 1 
相甜 なやむところあり X 4 64, 
｛ 倍増
ます ゜ 13 
48 悩吟 なやみうめく X 2 ます ゜ 1 
49 悩苦 なやみくるしふ X 12 65 乱 みたる ゜ 4 
50 悩煩 なやみわつらふ X 21 66 見 みる ゜ 2 
51 迎 なゆ X 1 67 他 もよほす ゜ 1 
52 似 にる X 16 68 休 やすむ ゜ 3 
53 臨 のそむ ゜ 1 69 止 やむ ゜ 4 “ 肱 はる ゜ 10 70 病 やむ ゜ 4 
55 胚悩 はれなやむ X l 71 蘇 よみかへる ゜ 1 
56 冷 ひゆ ゜ 3 72 煩 わつらふ X〔名） 54 
57 冷 ひやす X 1 所煩 わつらふところ ・ X 9 
58 臥 ふす X 12 有烈l わつらふところあり X 14 
59 臥煩 ふしわつらふ X ·l 73 煩悩 わつらひなゃむ X 1 
計 784 
＇・・ （3) 形容洞（相当語）
単話 説み方 〔色〕 繭Ig 単話 読み方
.
〔色〕 月例t
1 赤 あかし ゜ 22 10 
｛ 昭昏
くらし X〔名） 5 
2 明 あかし ゜ 2 くらし ゜ 1. 
3 熱 あつし ゜ 17 11 苦 くるし X 5 




・ X 18 
5' 危 あやふし ゜ 2. こころよからす X 17. 
6 痛 いたし o · 12 13 為 たかし ' 〇 3 
7 瓜 おもし ゜ 108 14 無力 ちからなし X 16 
8 難 かたし ゜ I 15 焦恙 つつかなし X 1 
9 軽 かるし ゜ 5 16 悩 なやまし X 22 
- 120- (II) 
単話 読み方 〔色〕 庫§ 単語 読み方 （色〕
．
躙t
37 病拐 ヒヤウア X 1 48 不例 フレイ X 4 
38 病苦 ヒャウク X 1 49 平生 ヘイセイ X 1 
39 病患 シャウクワン X 3 50 老屈 ラウクッ ゜ 2 
40 病死 ヒャウシ X 1 51 老骨 ラウコッ X 2 
41 病者 ヒヤウシャ X 7 52 痢 リ ゜ 8 
42 病人 ヒャウニン X 3 53 痢病 リヒヤウ ゜ 21 
43 病悩 ヒヤウナウ X 15 54 霊 リヤウ X 10 
44 病嘉 ヒヤウルイ X 1 55 例 レイ ゜ 24 
45 風気 フウキ X 1 56 療治 レウチ ' ゜ 8 
46 風病 フヒャウ X “ 57 刃t一生 ハンシイッシャウ X 7 
47 不予 フヨ X 4 計 428 
(2)動詞（相当語）
単括 読み方 〔色） Ill叫§ 単語 読み方 〔色） Ill耶
1 休息 キウソク ゜ 4 16 平復 ヘイフク ゜ 44 
2 眩転 ケンテン ゜ 2 17 平愈 ヘイユ ゜ 15 
3 苦悩 クナウ 0 4 18 発起 ホッキ 0 . 1 
4 泥乱 クワイラン X 3 19 浴馬 ラクハ X 1 
5 泥和 クワイワ X 1 20 屈 クツす X l 
6 減平 ケンヘイ X 6 21 減 ケンす ゜ 30 
7 除愈 ショュ ・ X 1 22 沼 シヤす X 7 
8 振勁 シントウ X 1 23 称 ショウす ゜ 31 
， 葬生 ソセイ ゜ 5 24 存 ソンす ゜ 2 
10 湯治 タウチ ゜ 14 25 治 チす x 4 
11 関伏 テウフク X 1 26 復 フクす X 37 
•1 2 発動 ハットウ X 30 27 服 フクす X 41 
13 不囮 フテウ ゜ 1, 28 平 ヘイす X , 16 
14 平減 ヘイケン X 3 29 滅 メツす X 2, 
15 平損 ヘイソン X 5 計 313 
(I3 -119-
単語 読み方 （色〕 躙§ ・単語 読み方 〔色〕 酬§
17 不安 やすからす X 1 21 如常 つねのことし X 2 
18 宜 よろし ゜ 128 22 差岳事 ことなることなし X 11 
19 ｛ 類難： たへかたし ゜ 21 屈喜積 ことなることおはさ t X 11 
たへかたし X I 無異 ことなる（こと）なし X 2 











単語 読み方 〔色） 頴g 単語 読み方 〔色〕 繭t
1 医療 イレウ X 4 、19 疾病 シッヘイ ゜ 1 
2 疫 エキ ゜ 6 20 邪気 シャヶ ゜ 43 
3 疫死 エキシ X 2 21 邪霊 シャリヤウ X 1 
4 疫燦 エキレイ X 7 22 辛苦 シンク ゜ 3 
5 飲食 オンシキ X 12 23 辱常 シンシャゥ ゜ 16 
6 加持 カチ X 6 24 心神 シンシン ゜ 38 
7 荏乱 クワクラン ゜ ， 25 心性 シンセイ X 1 
8 灸 キウ X〔色〕 3 26 進退 シンタイ ゜ 5 
， 気力 キリヨク 。 3 27 心労 シンラウ ゜ 3 
10 苦痛 クッゥ ゜ 2 28 寸白 スハク ゜ ， 
11 験 ケム ゜ l 29 赤痢 セキリ X 5 
12 言語 ケンコ ゜ 1 30 膳 セン X 2 
13 紅頻 コウカン X 1 31 増減 ソウケン X 6 
14 時疫 シエキ X 6 32 痔 チ 。 3 
15 食 シキ X〔名〕 2 33 治 チ X 1 
16 時行 シキャゥ ゜ 12 34 熱 ネッ X 38 
17 疫 シッ X 4 35 熱物 ネツのもの x 7 




単栢 読み方 （色〕 睛§ 単話 読み方 〔色〕 朋lt
1 危急 キキフ X 7 7 憔悴 セウスイ ゜ 5 
2 急 キフ X 1 8 微 ヒ ゜ 1 
3 枯栢 コカウ ゜ 7 ， 非常 ヒシャウ ゜ 1 
4 昏黒 コンコク X 1 10 不伐 フカク ゜ 37 
5 至急 シキフ X 2 11 不便 フヒ ‘ノ ゜ 3 
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黙 田 三 郎 の 詩 に お け る 「 影 」 の 意 味 す る も の
高面
和子
井 上 ひ さ し と 平 賀 源 内 ー 「 プ ン と フ ン
j
を 中 心 に ー
石上
敏
• (1 4) - 117-
